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 本年度1回目の古本市を2月24日(土)に、ボランティアの皆様や商工会事
務局のご協力により、三水会センター会議室にて、無事開催することがで
きました。今回の古本市も予約制を継続して、30分刻みの人数枠を25名様
まで広げて、合計285人の皆様にご来場いただきました。毎回人気のある
児童書、絵本をはじめ、文庫本、実用書、雑誌、漫画等、多くの書籍をご
購入いただきました。この度の収益金は、寄付を合わせて$1,718.50となり
ましたこと、ここにご報告申し上げます。古本市にご来場いただいた皆様、
ボランティアの皆様、また貴重な本をご寄付くださった皆様にはこの場をお
借りして心よりお礼を申し上げます。今回もクレメンツ・ハイスクールの生徒
さんをはじめ、独学で日本語勉強されている現地の社会人の方も古本市
当日最後の片づけに駆けつけてくれました。沢山の方々のご協力に重ね
てお礼申し上げます。この度の収益金は生活情報委員会の活動、お助け

マップ、あそぼーかい、絵本読み聞かせの会、三水会クラブ、ショーイング
ジャパンの活動費用、図書館の備品並びに図書館の新しい書籍の購入に
充てさせていただきます。各活動ではボランティアを募集致しております。
ご興味のある方はお気軽に商工会事務局までお問い合わせくださいま
せ。 
              連絡先：商工会事務局  sansuikai@jbahouston.org 

                         （生活・情報委員長 根本真樹子） 

 2024年テキサス州日本語
スピーチコンテスト（以下、
大会）は3月9日土曜日、在
ヒューストン日本国総領事
館とヒューストン日米協会
の共催で35周年記念大会
が開催されました。この記
念大会は、日本映画『ゴジ
ラ』の復活をテーマとし、各
地区大会の上位入賞者30

名に加え、オープン部門の
参加者3名を含む合計33

名とボランティア、各日本
人団体代表の審査員、ゲ
ストを含む多数が会場のラ
イス大学ハッズぺスホール
に 参 集 い た し ま し た 。 
 大会では、カンサス州オ

タワ大学の学長でゴジラの
有識者でもある筒井ウィリアム教授から応援ビデオメッセージが贈られ、参加者
たちは、不屈のゴジラのように、日本語学習と日本文化の理解に根気よく取り組
み、両国の相互関係を築く架け橋となることに背中を押されたようでした。発表
は前半の高校スピーチ全米オーロラ大会出場者選考部門や課題詩部門から
始まり、後半ではオープン部門、俳句部門、大学部門と滞りなく進行しました。 
 スピーチは、日本文化の体験から感じたこと、学んだことにストーリーを交えて
発表されたものが多くありました。特に、異文化出身であることについての発表
が印象的でした。韓国と日本の関係について模索し、関係改善のための提案

をしたり、自国インドの食事について失言
を経験し、文化の多様性について理解を
深めた発表がありました。また、日本のア
ニメから学んだことや、好きな服装を通じ
て自己主張できること、アートを通して自
己発見をしたこと、作曲家の故坂本龍一
や文豪太宰治から得た感銘など、さまざ
まなトピックのスピーチが発表され、日本
や日本文化への理解を深めて得たことや
情熱を伝える参加者に拍手が送られまし
た。スピーチ後の口頭質問でも、審査員との冗談が飛び交い、一瞬でも心が通
じた瞬間を共有できました。 
 発表終了後、参加者は書道や抹茶、和菓子の体験を通じて日本について理
解を深める機会を持ち、和気あいあいとした交流の場を楽しみました。コンテス
トの枠を超えて参加者同士が交流し学び合う機会でもある本大会が無事に成
功裏に終了できたのはヒューストン各団体からのご支援とボランティアの皆様の
ご協力のおかげであり、心から感謝申し上げます。 

 大会授賞式では、
支援団体代表の方々
のご出席のもと、テキ
サス州日本語教師会
か ら 課 題 詩 部 門 、
ヒューストン日本商工
会から俳句部門、グ
レーターヒューストン
日本人会から高校ス
ピーチ全米オーロラ

部門、ヒューストン日米
協会から大学部門とオープン部門の上位入賞者にそれぞれ賞状と賞金が在
ヒューストン日本国総領事館の村林総領事から贈呈され、さらに全参加者にも
参加証書が授与されました。 
 入賞者名と賞金賞与は以下のリンクからアクセスできます。これらの賞金授与
に加えて、各団体の代表者が審査員としてご協力頂いたことに厚く御礼申し上
げます。引き続きのご支援とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます  
 

 入賞者の皆様には、今後も日本語と日本文化を学習し、日米両国の架け橋と
なり、文化交流と相互理解に努めていただけることを心より祈念しております。ま
た、入賞された生徒と学生のご家族、日本語教育に携わる教師の皆様の努力
の成果にお慶び申し上げます。 
 （佐藤裕子(ライス大学) ヒューストン日米協会スピーチコンテスト実行委員会）  
 

 大会入賞者はこちら  

古本市のご報告 

他団体便り 

▲審査員の根本氏（JBAH） ▲審査員の石川JASH副会長 

▲村林総領事と書道チャレンジ入賞者 

▲茶道体験 

日  時： 2024年3月20日（水）12:00～13:30  

会  場： 三水会センター会議室  

出席者： 15名 

欠席者： 8名 
 

＊会員消息 

本日現在の会員数は、 名誉会員数 11名、正個人会員数 847名、（正団

体会員数 114社）、準会員数49名で、 総会員数は907名となった。また3

月付けで準会員中村優太氏（CADDi Co., Ltd.）、堤 聖子氏（Financial 

Planning & Education Service）、４月付けで佐藤直美氏（First Step Driving 

School）の入会申請を承認した。 

 

議事録と会員消息の詳細は、商工会HP「会員専用ページ」を参照。 
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